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事
理

じ

り

供
養

く

よ

う

御
書

ご

し

ょ 

魚う
お

は
水み

ず

に
す
む
、
水
を
宝

た
か
ら

と
す
。 

木き

は
地ち

の
上う

え

に
生お

い

い
て
候

そ
う
ろ
う

、
地
を
財

た
か
ら

と
す
。 

人ひ

と

は
食

し
ょ
く

に
よ
っ
て
生せ

い

あ
り
、
食
を
財

た
か
ら

と
す
。 

い
の
ち
と
申も

う

す
物も

の

は
一
切

い
っ

さ

い

の
財

た
か
ら

の
中な

か

に 

第
一

だ
い
い
ち

の
財

た
か
ら

な
り
。 （ 

健
治
二
年
、
聖
寿 
五
十
五
歳 

） 

 

 

                        

                        

                        

                        

【
現
代
語
訳
】 

魚
は
水
に
棲
む
ゆ
え
に
水

を
宝
と
す
る
。
木
は
地
の
上

に
生
え
る
ゆ
え
に
地
を
財

と
す
る
。
人
間
は
食
物
に
よ

っ
て
生
き
る
ゆ
え
に
食
物

を
財
と
す
る
の
で
あ
る
。
命

と
い
う
の
は
あ
ら
ゆ
る
財

の
中
で
最
も
大
事
な
財
な

の
で
あ
る
。 

 

令
和
二
年 

 

壁
上
土

へ
き
じ
ょ
う
ど

庚
子

か
の
え
ね

歳と
し 

  
 
 
 
 

元
旦 

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 
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本
抄
は
大
聖
人
が
、
信
徒
か

ら
真
心
の
御
供
養
に
応
え
て

認
め
ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。 

本
抄
で
は
、
命
を
支
え
る
貴

重
な
白
米
を
御
供
養
さ
れ
た

こ
と
は
、
あ
な
た
の
命
そ
の
も

の
を
御
供
養
し
た
の
と
同
じ

で
あ
り
、
最
大
の
功
徳
が
あ
る

こ
と
を
丁
寧
に
教
え
ら
れ
成

仏
は
間
違
い
な
い
と
励
ま
さ

れ
、
こ
の
抄
の
後
部
に
、
生
命

と
い
う
も
の
は
一
切
の
財
の

中
で
第
一
の
財
で
あ
る
「
三
千

大
世
界
に
遍
満
す
る
も
、
身
命

に
値
す
る
も
の
有
る
こ
と
無

し
」
と
説
か
れ
て
、
三
千
大
世

界
に
満
ち
た
財
で
あ
っ
て
も
、

生
命
に
代
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
生
命
は
灯

火
の
ご
と
く
、
食
物
は
油
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
油
が
尽
き

れ
ば
火
は
消
え
る
。
食
物
が
無

け
れ
ば
生
命
は
絶
え
て
し
ま

う
と
述
べ
ら
れ
、
食
物
（
供
養

物
）
の
重
要
さ
と
、
命
の
尊
さ

を
説
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

（
各
御
遺
文
解
説
書
参
考
） 

◎
遠
藤
盛

え
ん
ど
う
も
り

綱つ
な

の
孝
養
（
図
） 

遠
藤
盛
綱
は
阿
仏
房
夫
妻

の
子
で
、
熱
心
な
両
親
の
信
仰

を
継
い
で
日
蓮
聖
人
に
帰
依

し
、
一
生
を
法
華
経
信
仰
に
捧

げ
た
人
で
す
。
や
が
て
入
道
し

て
後ご

阿
仏
房

あ
ぶ
つ
ぼ
う

と
称
し
、

邸
や
し
き

を

改
め
て
寺
に
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
盛
綱
の

孫
・
日
満
も
後
に
北
陸
方
面
の

総
導
師
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。 阿

仏
房
は
、
日
蓮
聖
人
が
身

延
に
入
山
し
て
か
ら
も
、
妻
・

千
日
尼
に
励
ま
さ
れ
、
三
度
に

わ
た
っ
て
佐
渡
か
ら
ご
供
養
の

品
を
携
え
て
訪
れ
た
の
で
す
。

三
度
目
の
九
十
歳
の
時
、
死
後

の
自
分
の
骨
が
日
蓮
聖
人
の

そ
ば
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
希
望
し
、
翌
年
の
三
月
二

十
一
日
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。 弘

安
二
年(

一
二
七
九
年)

七
月
二
日
、
阿
仏
房
の
悲
願
は
、

そ
の
子
盛
綱
に
よ
っ
て
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
百
箇
日
を
過
ぎ

て
、
母
・
千
日
尼
に
送
ら
れ
た

盛
綱
は
、
父
の
遺
骨
を
首
に
か

け
て
身
延
の
庵
室
に
到
着
し

て
い
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
盛
綱

の
孝
養
に
感
激
す
る
と
と
も

に
、
阿
仏
房
の
死
を
深
く
悲
し

み
、
佐
渡
で
の
生
活
を
回
想
す

る
の
で
し
た
。
阿
仏
房
の
遺
骨

は
手
厚
い
回
向
を
受
け
、
埋
葬

さ
れ
ま
し
た
。 

                    

 令和３年 2月 16日 

宗祖日蓮大聖人 

御降誕 800 年 
 

図：父、阿仏房の遺骨を身延へ届ける
遠藤盛綱 

（
日
蓮
聖
人
御
一
代
記
画
引
用
） 
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當
山
守
護
神
堂
、
最
上
段
中

央
に
安
置
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
の
が
、
最
上
位
経
王
大
菩
薩

様
で
す
。 

最
上
稲
荷
の
ご
祈
祷
本
尊

は
、「
最
上
位
経
王
大
菩
薩
（
さ

い
じ
ょ
う
い
き
ょ
う
お
う
だ

い
ぼ
さ
つ
）
」
で
、
略
し
て
最

上
尊
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
本
殿

奥
深
く
お
祀
り
さ
れ
る
最
上

尊
の
御
利
益
を
一
言
で
表
す 

    

と
、
「
慈
悲
（
お
じ
ひ
）
」
。
御

名
よ
り
、
経
典
の
王
様
と
た
た

え
ら
れ
る
法
華
経
の
こ
こ
ろ

を
も
っ
て
、
衆
生
の
悩
み
苦
し

み
を
和
ら
げ
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
だ
さ
る
最
尊
最
上
の
存

在
で
あ
る
と
伺
え
ま
す
。
左
手

の
稲
穂
は
実
り
の
、
右
手
の
鎌

は
厄
災
を
な
ぎ
払
う
象
徴
で
、

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
厄
除

け
、
開
運
な
ど
の
福
徳
を
有
し

ま
す
。 

天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）、

当
山
開
基
・
報
恩
大
師
は
孝
謙

天
皇
の
病
気
平
癒
の
勅
命
を

受
け
、
龍
王
山
中
腹
の
八
畳
岩

の
岩
窟
に
て
法
華
経
観
世
音

菩
薩
普
門
品
の
呪
を
唱
え
祈

願
を
行
い
ま
す
。
二
十
一
日
目

の
早
朝
、
瑞
雲
た
な
び
く
中
に

白
狐
に
乗
っ
た
お
姿
で
応
現

さ
れ
た
の
が
最
上
尊
で
す
。
報

恩
大
師
は
自
ら
刀
を
と
り
御

尊
影
を
刻
み
、
霊
域
に
安
置
し

て
祭
祀
供
養
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

天
皇
の
病
は
快
癒
さ
れ
ま
し

た
。 そ

の
後
、
桓
武
天
皇
も
自
ら

の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
た
報

恩
大
師
に
報
い
る
為
に
堂
宇

伽
藍
の
建
立
を
発
願
、
延
暦
四

年
（
七
八
五
）
建
立
さ
れ
た
の

が
最
上
稲
荷
の
礎
と
な
る
「
勅

願
所
龍
王
山
神
宮
寺
」
で
す
。 

約
八
〇
〇
年
後
、
備
中
高
松

城
水
攻
め
の
際
に
堂
宇
は
消

失
し
ま
す
が
、
信
仰
心
篤
い
秀

吉
公
に
よ
り
御
尊
像
は
元
宮

と
称
さ
れ
る
別
の
場
所
に
安

置
さ
れ
ま
す
。
領
主
・
花
房
公

の
手
厚
い
庇
護
の
も
と
、
慶
長

六
年
（
一
六
〇
一
）
に
池
上
本

門
寺
十
六
世
・
日
樹
上
人
の
弟

子
、
日
円
上
人
に
よ
り
再
興
さ

れ
「
稲
荷
山
妙
教
寺
」
と
改
称
、

以
来
遠
近
よ
り
信
仰
を
集
め

寺
門
繁
栄
を
迎
え
ま
す
。 

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
、
近
隣
を
焼
き
尽
く
す
大

規
模
な
山
火
事
が
お
こ
る
も
、

当
山
は
仁
王
門
を
焼
失
し
た

の
み
で
本
殿
や
本
堂
、
庫
裡
に

至
る
ま
で
罹
災
を
免
れ
た
こ

と
か
ら
、
更
に
霊
威
あ
り
と
名

が
高
ま
り
ま
し
た
。 

             

當
山
守
護
神 

 
最

上

位

経

王

大

菩

薩 

當
山
勧
請
の
最
上
位
経
王
大
菩
薩 

（
稲
荷
山
妙
教
寺 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
） 

岡山県岡山市稲荷山妙教寺本殿 



- 4 - 

 

     

護
持
会
会
長
・
筆
頭
総
代 

臼
井 
義
光 

             

妙
教
寺
護
持
会
檀
信
徒
の

皆
様
に
は
平
素
よ
り
妙
教
寺

並
に
元
寇
園
教
会
の
数
々
の

事
業
・
行
事
に
ご
協
力
く
だ
さ 

    

い
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
ご
住
職
上
人
が
体

調
を
崩
さ
れ
入
院
さ
れ
る
と

い
う
思
い
も
よ
ら
な
い
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
門
徒

一
同
大
変
心
配
致
し
ま
し
た

が
、
順
調
に
快
復
さ
れ
元
気
に

な
ら
れ
一
同
安
心
致
し
て
お 

り
ま
す
。 

扨
、
當
山
の
宗
祖
御
降
誕
八

〇
〇
年
慶
讃
記
念
事
業
も
終

盤
に
入
り
現
在
、
ご
住
職
上
人

ご
家
族
を
お
迎
え
す
る
べ
く

庫
裡
三
階
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
春

ま
で
に
は
完
成
す
る
予
定
で

す
。
又
、
大
野
城
市
・
春
日
市

に
よ
る
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺

整
備
事
業
に
よ
る
山
門
前
の

市
道
の
改
修
工
事
も
市
役
所

の
担
当
の
方
の
お
話
で
は
、
今

年
六
月
ご
ろ
に
終
了
す
る
予

定
だ
そ
う
で
す
。
寺
側
と
し
て

は
道
路
改
修
工
事
終
了
後
に

山
門
と
駐
車
場
入
り
口
周
辺

の
整
備
等
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
境
内
の
充
実
と
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
は
、
国
内
で
は
安
倍
政

権
主
導
の
日
本
経
済
は
景
気

回
復
と
言
い
な
が
ら
米
・
中
・

韓
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
に

影
響
さ
れ
先
行
き
の
見
え
な

い
状
態
で
す
。
又
、
毎
年
の
よ

う
に
起
き
る
大
雨
や
台
風
な

ど
に
よ
り
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
、
地
球
規
模
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
を
考
え
る
べ

く
世
界
各
国
の
姿
勢
と
対
応

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
こ
そ
私
達
は
ご
縁
を
頂

い
た
お
釈
迦
様
の
説
か
れ
た 

法
華
経
の
御
教
え
を
基
本
と

し
自
己
中
心
的
な
考
え
を
捨

て
慈
悲
心
の
あ
る
強
い
意
志

と
正
義
感
を
持
っ
て
行
動
す

る
時
だ
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

              

謹
ん
で
新
年
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

各
会
会
長
の 

新

年

の
ご

挨

拶 

護持会より 

◆護持会費納入について◆ 

月 額  １,０００円 

一年間 １２,０００円 

会費納入はいつでも受付けています。 

問合せ 092（581）1266 

檀信徒総会で挨拶される臼井筆頭総代 
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昨
年
の
一
年
間
婦
人
会
諸

行
事
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
心
か
ら
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
三
十
年
十
二
月
に
い

た
だ
き
ま
し
た
『
地
涌
の
声
』

「
た
か
が
一
日
さ
れ
ど
一
日
」

こ
れ
を
見
て
心
の
励
み
に
し

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
に
き
て
一
日
一
日
が
あ
ま

り
に
早
く
過
ぎ
去
り
、
こ
れ
で

い
い
の
か
と
思
い
残
す
こ
と

の
方
が
多
く
な
り
困
っ
て
お

り
ま
す
。
（
苦
笑
） 

私
は
最
近
、
毎
日
お
唱
え
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
こ
の
お
題

目
が
本
当
に
末
永
く
我
が
家

で
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く

か
が
一
番
心
配
な
事
で
す
。
家

族
が
皆
健
康
で
仲
良
く
笑
顔

の
絶
え
な
い
家
庭
環
境
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
方
は
い
か
が
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
か
。
お
寺
で
の
ご
奉

仕
活
動
の
一
つ
一
つ
、
み
ん
な

で
顔
を
合
わ
せ
る
と
笑
顔
で

の
会
話
が
弾
ん
で
い
る
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
婦
人
会
会
活
動
を
絶
さ

ず
持
続
さ
せ
て
行
く
に
は
次

世
代
へ
バ
ト
ン
を
繋
い
で
行

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ご
家

庭
の
中
で
娘
さ
ん
・
お
嫁
さ
ん

等
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
所
は
誘

っ
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
い

ろ
ん
な
行
事
に
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
若
い
方
々
と
の
会
話
が

生
ま
れ
お
互
い
の
距
離
が
近

く
な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

こ
れ
は
私
達
の
菩
提
寺
を

護
っ
て
行
く
事
だ
け
で
は
な

く
、
各
々
の
家
の
信
仰
の
継
承

に
も
繋
っ
て
行
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

来
る
、
一
月
十
九
日
（
第
三

日
曜
）
は
婦
人
会
主
催
の
寒
修

行
が
あ
り
ま
す
。
お
上
人
さ
ん

の
ご
指
導
に
よ
り
唱
題
行
を

お
こ
な
い
心
の
底
か
ら
お
題

目
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
、
ご

法
話
で
仏
事
等
を
学
ぶ
い
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
多
数
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
昨
年
十
一
月
十
日

に
元
寇
園
教
会
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
芋
掘
り
収
穫
祭
で
は

婦
人
会
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以

外
か
ら
も
若
い
方
か
ら
年
配

の
方
ま
で
大
勢
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
一
昨
年

よ
り
も
大
変
多
い
収
穫
量
で

皆
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お

土
産
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
世
話
頂
い
た
英
典
上
人

や
ご
家
族
、
又
、
準
備
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
方
に
と
っ
て
今
年
が

い
い
年
で
あ
り
ま
す
様
祈
念

致
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

        

婦人会より 

★婦人会費納入について★ 

一年間 2,400円 
会費納入はいつでも 
受付けています。 

問合せ０９２（５８１）１２６６ 

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

婦
人
会
会
長 

 

植
村 

德 婦人会主催寒修行で団扇太鼓
を叩いて唱題修行される植村
会長 
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檀
信
徒
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
信
行
会
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
も
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
信
行
会
活
動
を
無
事
終

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

さ
て
、
昨
今
は
地
震
や
大
風
、

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
全

国
規
模
で
起
こ
り
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
の
事
を
思
う
と

大
変
心
が
痛
み
ま
す
。
被
害
は

広
範
囲
で
復
興
ま
で
に
は
数

年
か
か
る
そ
う
で
す
。
一
日
で

も
早
く
安
心
し
て
元
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り

で
す
。
南
無
妙
法
蓮
華
経 

昨
年
は
五
月
に
新
天
皇
ご

即
位
に
伴
い
元
号
も
平
成
か

ら
令
和
と
な
り
新
し
い
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。
新
天
皇
が
国

の
内
外
に
即
位
の
宣
言
を
さ

れ
た
お
言
葉
の
中
で
「
日
本
国

民
は
も
と
よ
り
世
界
の
人
々

が
争
い
の
無
い
平
和
で
安
心

で
き
る
日
々
が
送
れ
る
事
を

希
望
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

日
蓮
大
聖
人
は
一
二
五
三

年
（
建
長
五
年
）
四
月
二
十
八

日
、
昇
る
朝
日
に
向
か
っ
て

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
高
ら

か
に
唱
え
ら
れ
、
『
法
華
経
』

に
よ
っ
て
一
人
で
も
多
く
の

人
々
を
救
い
平
穏
で
平
和
な

社
会
を
築
く
為
布
教
に
努
め

ら
れ
、
又
、
す
べ
て
の
人
々
を

正
し
い
教
え
に
導
こ
う
と
誓

願
さ
れ
一
心
に
お
題
目
を
唱

え
ら
れ
広
宣
流
布
に
一
生
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

日
蓮
大
聖
人
の
末
弟
子
で

あ
る
私
達
は
そ
の
ご
意
思
を

受
け
継
ぎ
、
信
行
会
活
動
を
通

じ
て
少
し
で
も
皆
様
と
共
に

大
聖
人
の
教
え
を
学
び
実
践

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
部
、
お
上
人
様
か
ら
の
ご
法
話
等
を

参
考
に
し
て
書
い
て
お
り
ま
す
） 

年
頭
に
あ
た
り
新
た
に
決
意

を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

合
掌 

 

※
令
和
元
年 

下
半
期
活
動
報
告 

・
八
月
四
日
（
日
） 

休
会
（
三
沢
お
清
正
公
堂

盆
前
大
掃
除
の
為
） 

・
九
月
一
日
（
日
） 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
布
教
ビ
デ
オ
鑑
賞

（
第
48

回
西
筑
門
中
会
主

催
海
上
施
餓
鬼
講
演
）
福
岡

県
修
法
師
会
会
長
、
田
川
郡

孝
性
寺
住
職 

 

佐
野
前
明 

僧
正 

講
題
「
仏
さ
ま
は
何

処
に
」）
（
前
半
部
分
） 

・
十
月
六
日
（
日
） 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
布
教
ビ
デ
オ
鑑 

 

賞
（
同
右
）
（
後
半
部
分
） 

・
十
一
月
三
日
（
日
） 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
布
教
ビ
デ
オ
鑑
賞 

日
蓮
聖
人
降
誕
八
〇
〇
年

九
州
教
区
大
会
（
平
成
30

年
11
月
28
日
水
曜
日
）

於
：
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス 

・
十
一
月
十
日
（
日
） 

元
寇
園
教
会
主
催
秋
の
芋

掘
り
収
穫
祭
協
賛 

・
十
二
月
二
十
二
日
（
日
） 

 

施
餓
鬼
総
供
養
会
に
併
せ

信
行
会
会
長 

松
尾 

勝
次 

 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

年頭施餓鬼会にて挨拶される松尾会長 
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信
行
会
主
催
特
別
講
演 

 
講
師 

福
岡
県
前
宗
務
所
所
長 

宗
像 
妙
経
寺 

住
職 

髙
嵜
泰
道 
僧
正 

 

講
題
「
便
利
さ
の
裏
で
な

く
す
も
の
」 

信
行
会
活
動
は
、 

毎
月
第
一
日
曜
日
、
月
例
祈
祷

祭
終
了
後
（
但
し
一
月
と
八
月

は
諸
行
事
の
為
休
会
し
ま
す
） 

時
間…

昼
十
二
時
よ
り
約
一

時
間
半
ほ
ど
（
茶
話
会
含
む
） 

会
費…

無
料 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

        

       

◆
第
二
期
事
業
に
つ
い
て 

 
●
工
事
内
容 

 

一
、 

庫
裡
三
階
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
（
一
月
末
終
了
予
定
） 

 

●
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業 

一
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
報
恩
慶
讃
大 

法
要
奉
行
（
令
和
三
年
・

二
月
予
定
） 

二
、 

徒
弟
教
育
の
支
援
（
未

定
） 

三
、 

山
門
入
口
・
駐
車
場
入

口
周
辺
補
修
工
事
（
令
和

２
年
着
工
予
定
） 

 

    

※
後
に
も
詳
し
く
記
載
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
五
月
二
十

六
日
～
二
十
八
日
（
二
泊
三
日
） 

の
日
程
に
て
日
蓮
聖
人
御
降

誕
八
〇
〇
年
記
念
、
妙
教
寺
・

圓
頓
寺
合
同
団
参
を
計
画
致

し
て
お
り
ま
す
。 

 後
少
々
期
間
が
か
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
御
理
解
・
御
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

          

                          

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
に
つ
い
て 

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
委
員
会 

 

              早い仕事より確かな仕事、技術と信用の 

             （有）臼 井 組 
       〒811-2108 福岡県粕屋郡宇美町ゆりが丘 4-3-9 

                                        TEL ０９２－９３２－７３９７ 
建 設 業 

事
業
担
当
長 

臼
井 

義
光 
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慶讃記念事業委員会よりお知らせ 
 

いよいよ、令和３年（2021 年）２月１６日に宗祖御降誕 800 年の祥当

日をお迎え致します。よって當山の宗祖御降誕 800 年記念事業勧募

を令和 3 年 2 月 16 日をもって締切らせて頂きたいと思いますので、

檀信徒の皆様の御協力・御支援を頂きますよう、宜しくお願い申し上

げます。 

 

                          

                          

                          

                          

床板張り工事 巾木工事 

解体工事 間仕切壁工事 

ボード張り工事 
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旧
年
中
は
元
寇
園
教
会
の

諸
活
動
並
に
奉
仕
活
動
等
に

協
賛
賜
り
衷
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
下
半
期
の
活
動
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
境
内
地
内
の

整
備
や
老
朽
化
に
伴
う
教
会

内
各
所
の
修
復
等
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
境
内
庭
の
整
備
で

は
前
号
で
も
報
告
さ
せ
て
頂 

    

き
ま
し
た
が
、
妙
教
寺
元
総
代

の
的
野
善
追
様
の
ご
指
導
に

よ
り
約
五
十
鉢
の
シ
ン
ビ
ジ

ウ
ム
の
株
分
け
（
写
真
①
）
、

又
、
的
野
様
ご
自
身
に
よ
る
、

境
内
庭
の
巨
木
を
含
め
約
二

十
本
ほ
ど
あ
る
槇
の
木
を
は

じ
め
、
松
や
椎
の
木
等
、
高
所

で
の
作
業
（
写
真
②
）
に
も
か

か
わ
ら
ず
丁
寧
に
手
入
れ
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鬱
蒼

う
っ
そ
う

と
し
て
い
た
庭
が
お
か
げ
で

明
る
く
な
り
（
写
真
③
）
、
背

丈
の
低
い
植
物
に
も
よ
く
日

光
が
当
た
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

又
、
的
野
様
以
外
に
も
た
く

さ
ん
の
方
々
に
菩
薩
行
（
奉
仕

活
動
）
に
参
加
頂
き
、
夏
の
暑

い
日
に
も
冬
の
寒
い
日
に
も

庭
の
草
刈
り
や
草
取
り
等
の

内
外
の
美
化
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
月
に
皆
様
方
に
植
え
て

頂
い
た
さ
つ
ま
芋
の
「
秋
の
収

穫
祭
」
を
昨
年
十
一
月
十
日
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
参

加
頂
く
方
が
増
え
、
今
回
は
大

人
五
十
四
名
、
小
中
学
生
八
名
、

幼
児
四
名
の
総
勢
六
十
六
名

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
芋
の

収
穫
量
も
増
え
約
千
二
百
キ

ロ
を
収
穫
し
、
参
加
頂
い
た
皆

様
方
に
は
持
ち
き
れ
な
い
ほ

ど
沢
山
持
っ
て
帰
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
又
、
十
一
月
十
七
日

の
妙
教
寺
の
お
施
餓
鬼
会
に

お
見
え
に
な
っ
た
方
々
に
も

お
配
り
さ
せ
て
頂
く
事
が
出

来
ま
し
た
。 

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
最
近

台
所
付
近
に
小
動
物
が
侵
入

し
食
べ
物
を
荒
ら
さ
れ
る
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
侵
入

口
を
塞
ぐ
工
事
と
、
奥
の
風
呂

場
脱
衣
場
の
床
の
修
復
工
事

を
し
ま
し
た
。
又
、
場
所
柄
夜

に
な
る
と
下
の
通
り
か
ら
玄

関
入
り
口
ま
で
が
大
変
暗
く

危
険
な
為
、
元
々
あ
っ
て
着
か

な
く
な
っ
て
い
た
水
銀
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り
変
え
、
玄
関

入
り
口
の
蛍
光
灯
（
写
真
④
）

も
明
る
く
新
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

と
交
換
し
ま
し
た
。 

以
上
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

元
寇
園
教
会
は
、
元
寇
の
役
、

彼
我
両
軍
殉
難
者
を
は
じ
め

第
二
次
世
界
大
戦
戦
死
者
英

霊
、
海
難
水
死
者
の
霊
を
弔
う

供
養
霊
場
と
し
て
蒙
古
塚
を

拝
す
る
場
所
に
建
立
さ
れ
た

教
会
で
す
。 

當
山
第
五
世
日
貫
上
人
が

志
さ
れ
た
法
華
経
の
御
教
え

元
寇
園
教
会
担
任 

髙 

野 
 

英 

典 

元

寇

園

教

会

よ

り 

謹
ん
で
新
年
の 

お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す 
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を
柱
と
し
た
沢
山
の
方
々
が

永
遠
に
集
い
英
霊
を
弔
う
事

の
出
来
る
「
法
華
経
王
国
」
の

建
立
と
い
う
誓
願
に
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
有
縁
の

方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
寺
族
一
丸
と
な
っ
て
本

年
も
精
進
努
力
し
て
参
り
ま

す
。 檀

信
徒
の
皆
様
に
は
妙
教

寺
同
様
、
元
寇
園
教
会
に
も
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
亡
師
僧
日
貫
上
人
は

私
達
弟
子
や
そ
の
家
族
に
対

し
僧
俗
を
問
わ
ず
信
仰
者
と

し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て
御
教

え
の
中
か
ら
の
お
言
葉
が
あ

り
ま
す
。 

「
法ほ

う

に
依よ

っ
て
人
に
依よ

ら
ざ

れ
、
法ほ

う

の
下も

と

に
衣
食
住

い
し
ょ
く
じ
ゅ
う

あ
り
」 

又
、
実
践
行
動
と
し
て
①
お
経

を
し
っ
か
り
読
み
な
さ
い
②

供
養
を
心
掛
け
な
さ
い
③
菩

薩
行
に
努
め
な
さ
い 

私
共
弟
子
は
亡
師
僧
日
貫

上
人
か
ら
の
ご
指
導
を
日
々

忘
れ
ず
に
御
遺
文
「
諸
法
実
相

抄
」
の
中
に
あ
り
ま
す
よ
う
、

自
ら
も
行
い
人
々
に
も
勧
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

合
掌 

               

                        

                        

写真① 株分けされ花芽
がついたシンビジウム 

写真② 高所で剪定作業
をされる的野様 

写真③ 剪定されて明るく
なった元寇園の庭 

写真④ LED 照明に取替え明るく
なった水銀灯（右）と入口の照明 
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ご
縁
を
頂
い
て
、
昨
年
の
九

月
か
ら
お
寺
に
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
熊
本
に
住
ん

で
い
た
祖
母
は
熱
心
に
近
所

の
お
寺
に
通
っ
て
お
り
ま
し

た
。
私
が
子
供
の
頃
、
よ
く
祖 

母
に
連
れ
ら
れ
お
寺
さ
ん
に 

    

お
参
り
に
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
祖
母
が
亡
く
な
っ 

た
後
の
供
養
の
事
を
信
頼
で

き
る
人
に
相
談
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
妙
教
寺
さ
ん
に

ご
縁
を
頂
き
檀
家
と
な
り
ま

し
た
。 

お
寺
で
お
世
話
に
な
っ
て 

日
も
浅
い
の
に
、
今
回
高
嵜
泰

道
僧
正
の
お
話
を
聞
く
ご
縁

を
頂
け
た
と
い
う
こ
と
は
大

変
有
難
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

ご
法
話
の
中
で
、
今
、
こ
こ

に
命
が
あ
る
と
い
う
事
は
、
こ

の
世
で
し
な
い
と
い
け
な
い

使
命
が
あ
る
、
果
た
す
べ
き
役

目
が
あ
る
と
、
ま
た
、
如
来
神

力
品
第
二
十
一
の
「
因
縁
（
物

事
に
定
め
ら
れ
た
運
命
）」
、 

「
義
（
人
と
し
て
行
う
べ
き
正 

信
行
会
主
催
特
別
講
演 

「
髙
嵜
泰
道 

僧
正
の 

お
話
を
聞
い
て
」 

糟
屋
郡 

岩
田 

真
樹 

本堂にてお参りされる岩田様 

 

台所の外壁を金網とブロックで
小動物の侵入をストップ 

台
所
の
一
部
床
板
の
張
替
え

奥のお風呂脱衣所の床板張替え工事 

迷 

ハ
ピ
ー
・
ニ
ュ
ー
・
イ
ヤ
ー 

迷
犬
パ
ン
チ
で
す 

今
年
も
ワ
ン
・
チ
ー
ム 

投

稿

欄 
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し
い
道
）
」
、
「
実
（
内
容
・
中

身
）」
、
こ
の
教
え
を
知
っ
た
な

ら
ば
、
周
り
の
人
に
説
き
広
め

な
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

ご
法
話
を
拝
聴
さ
せ
て
頂

い
て
、
先
ず
は
今
の
私
が
果
た

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
今
の

役
目
と
は
、
や
は
り
頂
い
た
ご

縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
周
り

の
人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し

て
い
く
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

他
に
も
た
く
さ
ん
お
話
し
し

て
頂
い
た
の
に
少
し
し
か
書

け
な
く
て
申
し
訳
け
あ
り
ま

せ
ん
。 

今
後
と
も
皆
様
、
よ
ろ
し
く
ご 

指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

        
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
芋
の
大
き
さ
と
量
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。 

        

自
然
に
恵
ま
れ
天
気
に
も

恵
ま
れ
た
志
賀
島
の
自
然
環

境
の
中
で
、
久
し
ぶ
り
に
土
を

触
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
前
も

っ
て
芋
の
つ
る
を
切
っ
て
準

備
し
て
い
た
だ
き
、
面
倒
な
こ

と
も
な
く
掘
れ
て
、
皆
さ
ん
の

心
遣
い
に
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。 

         

ま
た
、
昼
は
心
の
こ
も
っ
た

食
事
を
頂
き
、
皆
さ
ん
親
切
で

心
か
ら
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
楽
し
い
一
日
を
過
ご
せ
ま

し
た
。 

信
徒
さ
ん
方
が
ま
と
ま
っ
て

い
て
、
和
合
集
団
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

お
土
産
で
頂
い
た
芋
を
、
早

速
焼
き
芋
と
天
ぷ
ら
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
ホ
ク
ホ
ク

で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

妙
教
寺
の
関
係
者
の
方
々

や
現
地
の
準
備
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
、
参
加
さ
れ
ま
し
た

方
々
、
お
誘
い
の
ご
連
絡
を
頂

い
た
松
尾
様
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

お
招
き
い
た
だ
い
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

  

快
晴
に
恵
ま
れ
た
日
曜
日
。 

朝
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
現
地

ま
で
キ
ラ
キ
ラ
し
た
海
を
眺

め
な
が
ら
海
岸
沿
い
を
走
る
。 

そ
ん
な
素
敵
な
光
景
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
芋
掘
り
収
穫
祭
」

で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
童
心

 

元
寇
園
教
会 

「
芋
掘
り
収
穫
祭
」
に
参
加
し
て 

信行会主催特別講演にて講師を勤めら
れた妙経寺住職 髙嵜泰道 僧正 

芋づるの片づけをされる林田様 

（向う向き） 

◆
大
野
城
市
筒
井 

林
田 

和
也 

◆
大
野
城
市
瓦
田 

藤
村 

史
子 

芋掘り終了後の昼食会にて 

（筆者手前） 
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10 枚入り 
1.080 円（本体 1.000 円） 

5 枚入り 
540 円（本体 500 円） 

に
帰
っ
て
、
遠
足
気
分
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

思
い
起
こ
せ
ば
、
芋
掘
り
は

子
供
の
頃
に
一
度
経
験
し
た

よ
う
な…

そ
の
程
度
の
記
憶

で
し
た
の
で
、
私
に
も
で
き
る

か
な
と
初
め
は
心
配
で
し
た

が
、
立
派
な
畑
に
案
内
さ
れ
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
共
に
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
掘
り
出
し

た
お
芋
は
、
見
た
事
も
な
い
く

ら
い
の
大
き
な
立
派
な
お
芋

で
し
た
。
日
頃
、
ス
ー
パ
ー
で

見
か
け
る
お
芋
と
は
違
い
、
自

然
の
恵
み
を
し
っ
か
り
と
蓄

え
た
素
晴
ら
し
い
お
芋
。 

        

気
が
付
け
ば
、
一
体
ど
れ
だ

け
収
穫
で
き
た
の
だ
ろ
う
？

と
い
う
く
ら
い
、
た
く
さ
ん
の

お
芋
が
コ
ン
テ
ナ
に
積
ま
れ

て
お
り
、
帰
り
に
は
、
両
手
で

抱
え
る
ほ
ど
お
土
産
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
昼
に
い
た
だ
き
ま

し
た
、
真
心
の
こ
も
っ
た
お
食

事
の
数
々
。 

参
加
さ
れ
た
方
々
と
共
に

し
た
、
こ
の
ひ
と
時
は
、
後
々

思
い
出
す
で
あ
ろ
う
心
豊
か

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
主
催
頂
い
た
元
寇
園
教

会
の
ご
住
職
上
人
を
は
じ
め
、

往
復
バ
ス
の
運
転
を
さ
れ
、
ま

た
現
地
で
は
、
芋
を
掘
り
起
こ

し
て
く
だ
さ
っ
た
松
尾
さ
ん
、

関
係
者
の
皆
様
方
、
お
招
き
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

  

                        

                        

8 個入り 
1.188 円（本体 1.100 円） 

 檀信徒様のお買い上げは、当店に限り 10％

引きとさせていただきますので、ご気軽に

ご来店下さいませ。お待ちしております。 

名菓ひよ子 イオン大野城店 
大野城市錦町 4 丁目 1-1 イオン大野城 1 階 

TEL・FAX ０９２－５９２－２１２６ 

幼少の頃に戻って芋を掘られる 

藤村様 



- 14 - 

 

                        

                        

                        

                        

 

 

 

 

 

日 程： 令和 2 年 5 月 26 日（火）～5 月 28 日（木）2 泊 3 日 

 

主な行程：（26 日）妙教寺―福岡空港―静岡空港―身延山（久遠寺参拝・ 

思親閣参拝・御廟所参拝）―身延泊 

 

（27 日）身延山朝勤参拝―誕生寺参拝―妙蓮寺参拝―小湊温泉泊 

 

（28 日）誕生寺朝勤参拝―清澄寺参拝―勝浦・妙覚寺参拝― 

羽田空港―福岡空港―妙教寺 

募 集： 20 名（二ヶ寺合計） 

団 費： 1 人 120,000 円（交通費、宿泊費、御開帳料、食費、旅行傷害 

保険料含む） 

 

※参加人数に達し次第締め切らせて頂きます 

※詳しくはお寺までお問い合わせ下さい。 

TEL 092-581-1266  FAX 092-581-1290 

E メールアドレス ccccc00000550@tempo.ocn.ne.jp 

 

日蓮聖人御降誕 800 年記念 

妙教寺・圓頓寺合同 

身延山・誕生寺・清澄寺団参のご案内 
 

 

 

 

民間車検工場 
井上自動車株式会社 
福岡市博多区麦野 1-1-38 
TEL：092-581-4607 

         FAX：092-581-4796 

都
市
高
速 

筑紫通り 

麦野交差点 

県道 112 号 

ｳｴｽﾄ 

筑紫通り入口 

mailto:ccccc00000550@tempo.ocn.ne.jp
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行事スナップ  

編
集
部
よ
り 

妙
教
寺
だ
よ
り
編
集
部
で
は
、
皆

様
か
ら
の
投
稿
を
、
募
集
致
し
て

お
り
ま
す
。
内
容
は
お
寺
の
行
事

に
つ
い
て
ま
た
は
、
体
験
談
や
疑

問
・
質
問
な
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

11/10 元寇園教会芋掘り
収穫祭 ビッグサイズのお
芋に大喜びの子供たち 

12/22 年末総供養会    
信行会主催特別講演 本年は
宗像市妙経寺住職 髙嵜泰道
僧正にご法話を頂きました 

11/17 順忠院日貫上人 17回忌 
役員並びに檀信徒の皆様約 50
名の参列を頂きました。 

10/14 お会式桜花つくり 
檀信徒・役員 20 名の参加を頂
き本堂にお供えさせて頂きま
した 

12/15 年末大掃除 

役員並に有志の方による 

山門の掃除 
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令
和
２
年
寺
行
事
予
定
（１
月
～
８
月
） 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 

※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 

◎
毎
月
第
１
日
曜
日
は 

・
信
行
会
（
12
時
よ
り
） 

（
１
月
・
８
月
は 

諸
行
事
の
為
休
み
ま
す
） 

 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

   

◎
１
月
１
日
（
水
） 

・
初
参
詣
祝
禱
会 

 
 
 

午
前
１
時
よ
り 

◎
１
月
１
日
～
３
日
（水
～
金
） 

 

・
新
春
三
ヶ
日
一
部
経
読
誦
会 

 
 
 

午
前
８
時
～
11
時
ま
で 

◎
１
月
12
日
（第
２
日
曜
） 

・
各
家
勧
請
守
護
神
祭 

・
年
頭
施
餓
鬼
供
養
会 

・
開
運
星
祭
り 

・
新
春
福
引
き
大
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
１
月
19
日
（
第
３
日
曜
） 

・
婦
人
会
主
催
寒
修
行 

午
前
10
時
よ
り 

◎
２
月
２
日
（
第
１
日
曜
） 

 

・
月
例
祈
祷
祭
・
節
分
追
儺
会 

午
前
10
時
よ
り 

◎
２
月
23
日
（第
４
日
曜
） 

 

・
月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
３
月
１
日
（
第
１
日
曜
） 

 

・
月
例
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

   

◎
３
月
17
～
23
日
（
火
～
月
） 

 

・
春
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

◎
３
月
29
日
（第
５
日
曜
） 

 

・
春
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
４
月
５
日
（
第
１
日
曜
） 

 

・ 

月
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
４
月
12
日
（第
２
日
曜
） 

 
・ 
釈
尊
降
誕
会
花
ま
つ
り 

・ 
月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
 

午
後
１
時
よ
り 

◎
５
月
４
日
（み
ど
り
の
日
） 

（
開
催
日
変
更
に
付
ご
注
意
下
さ
い
） 

 

・ 

月
例
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
５
月
26
～
28
日
（
火
～
木
） 

・
妙
教
寺･

圓
頓
寺
合
同
団
参 

 
 

身
延
山
久
遠
寺
・
誕
生
寺
・ 

 
 

清
澄
寺
参
拝 

◎
５
月
31
日
（第
５
日
曜
） 

 

・ 

月
施
餓
鬼
供
養
会 

・ 

各
家
勧
請
守
護
神
祭 

・ 

檀
信
徒
総
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
６
月
７
日
（
第
１
日
曜
） 

 

・ 

月
例
祈
祷
祭 

午
前
９
時
よ
り 

・ 

別
院
芋
苗
植
え
会
（予
定
） 

◎
６
月
28
日
（第
４
日
曜
） 

・ 

月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
７
月
５
日
（
第
１
日
曜
） 

 

・ 

月
例
祈
祷
祭 

午
前
10
時
よ
り 

◎
７
月
19
日
（第
３
日
曜
） 

 

・ 

月
施
餓
鬼
供
養
会 

・ 

土
用
丑
秘
法
ほ
う
ろ
く
灸 

 
 

 

祈
禱
会 

午
後
１
時
よ
り 

◎
７
月
26
日
（第
４
日
曜
） 

 

・ 

當
山
盆
前
大
掃
除 

 
 

 

午
前
９
時
よ
り 

◎
８
月
２
日
（
第
１
日
曜
） 

 

・ 

月
例
祈
祷
祭 

・ 

三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
８
月
６
～
15
日
（木
～
土
） 

 

・ 

盂
蘭
盆
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

◎
８
月
16
日
（第
３
日
曜
） 

 
・ 

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
午
後
１
時
よ
り 

    

                       

 
※
行
事
予
定
日
・
時
間
は
、
変
更
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

発
送
し
ま
す
案
内
で
ご
確
認
下
さ
い
。 


